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編集後記 

 

本年度も、例年通り、『茗渓社会教育研究』第9号をお届けすることができました。本号では、

東京教育大学の卒業生でいらっしゃる、淑徳大学教授の土井進先生より、論文をご寄稿いただ

きました。誠にありがとうございました。また、華東師範大学からいらっしゃった屈璐さんか

ら研究ノートを、研究室の卒業生である小林賢司さんから北山村の実践報告をご寄稿いただき

ました。 

活動報告としては、茗渓社会教育研究会 新春の集いにおける生島美和先生のご講演録をは

じめ、大子町での活動や茨城保養の会の活動などを掲載することができました。皆様のご協力

により、非常に充実した内容になっております。ご協力をくださり、ありがとうございました。 

多くの皆様に感謝の気持ちを表し、ここに編集後記といたします。今年度も充実した研究室

活動に取り組んでまいりたいと考えております。今後とも、ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

（文責 橋田慈子） 
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